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葉
山
町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
家
庭
か

ら
雑
排
水
が
流
れ
込
む
側
溝
、水
路
、河
川
や

海
の
水
質
汚
濁
の
防
止
と
住
民
の
公
衆
衛
生

の
向
上
な
ど
を
目
的
に
、
国
庫
補
助
事
業
と

し
て
平
成
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

〔
事
業
概
要
〕

　

町
の
全
体
計
画
で
は
、
山
林
な
ど
を
除

き
、
町
域
の
三
六
％
に
相
当
す
る
六
二
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
公
共
下
水
道
の
整
備
エ
リ
ア
と

し
て
設
定
。
対
象
と
な
る
計
画
処
理
人
口
は

約
三
万
二
千
人
で
、
平
成
三
二
年
度
の
完
成

を
目
途
に
、
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
第
一
期
計
画
と
し
て
、
平
成
三
年
度

に
、
全
体
の
整
備
範
囲
の
う
ち
市
街
化
区
域

に
当
た
る
五
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
都

市
計
画
決
定
が
さ
れ
て
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
線
引
き
の
見
直
し
に
よ
る
市
街
化
区
域
の

増
大
に
伴
い
、
現
在
は
五
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
の
九
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
つ
い
て
、
県
の
事
業
認
可
を
得
て
、
平
成

四
年
度
か
ら
工
事
が
ス
タ
ー
ト
。
事
業
認
可

の
範
囲
は
そ
の
後
も
順
次
拡
大
し
、
現
在
は

三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
当
初
の
三
倍
強
に

な
っ
て
い
ま
す
。

〔
事
業
の
進
捗
状
況
〕

　

平
成
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
公
共
下
水
道

事
業
は
、
木
古
庭
長
柄
幹
線
の
建
設
に
お
い

て
国
道
や
県
道
の
交
通
障
害
な
ど
が
少
な
く

て
済
む
シ
ー
ル
ド
工
法
を
採
用
し
た
結
果
、

着
々
と
進
み
、
平
成
十
年
度
末
に
は
約
九
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
で
工
事
が
完
了
。
そ
の

後
も
工
事
は
順
調
で
、
公
共
下
水
道
の
利
用

が
可
能
な
処
理
区
域
は
平
成
十
五
年
度
末
現

在
で
、
長
柄
や
堀
内
、
一
色
地
区
の
一
部
な

ど
、
全
体
で
一
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
拡

大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
の
公
共
下
水
道
の
人
口

普
及
率
は
三
〇
％
を
超
え
、
大
切
な
水
資
源

を
守
る
た
め
の
環
境
改
善
が
着
実
に
前
進
し

て
い
ま
す
。

〔
葉
山
中
継
ポ
ン
プ
場
と
葉
山
浄
化
セ
ン

タ
ー
〕

　

公
共
下
水
道
の
中
で
も
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
が
、
真
名
瀬
漁
港
の
そ
ば

に
あ
る
「
葉
山
中
継
ポ
ン
プ
場
」
と
山
間
部

の
南
郷
上
ノ
山
地
区
に
新
設
さ
れ
た
終
末
処

理
場
の
「
葉
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

　
「
美
し
い
水
環
境
を
次
世
代
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
揚
げ
、
葉
山
町
の
公
共
下
水
道
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
て
十
三
年
。
工
事
は
着
々
と
進
み
、
現
在
ま
で
に
町
内
一
八
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
地
域
で
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
処
理
区
域
で
は

す
で
に
約
七
割
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
排
水
設
備
を
設
置
し
て
、
公
共
下
水
道
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
流
れ
る
雑
排
水
な
ど
に
よ
る
河
川
や
海
の
汚
れ
を
防
ぎ
、
豊
か
で
美
し
い
水

環
境
を
守
る
う
え
で
、
公
共
下
水
道
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
町
で
は
今
後
も

引
き
続
き
、
未
処
理
区
域
で
の
公
共
下
水
道
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

美
し
い
水
環
境
を
次
世
代
へ

美
し
い
水
環
境
を
次
世
代
へ

整
備
進
む
公
共
下
水
道
、
利
用
可
能
区
域
が

一
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
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葉
山
中
継
ポ
ン
プ
場
は
、
平
成
十
一
年
に

完
成
。
ト
イ
レ
や
ふ
ろ
場
、
台
所
な
ど
家
庭

か
ら
出
る
雑
排
水
を
は
じ
め
、
町
内
の
汚
水

の
ほ
と
ん
ど
は
下
水
道
管
を
通
っ
て
、
い
っ

た
ん
こ
の
ポ
ン
プ
場
に
集
め
ら
れ
ま
す
。

　

ポ
ン
プ
場
は
低
地
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
汚

水
に
圧
力
を
加
え
た
う
え
で
、
さ
ら
に
約

四
・
七
キ
ロ
離
れ
た
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
送
り
、

そ
こ
で
処
理
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ポ
ン
プ
場
は
複
合
施
設
に
な
っ
て

い
て
、
二
階
部
分
は
児
童
館
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
同
じ
年
に
新
設
さ
れ
た
葉
山
浄
化

セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
ト
ン
ネ

ル
方
式
の
処
理
場
で
す
。
処
理
施
設
の
大
半

を
地
下
に
収
容
し
、
景
観
に
配
慮
し
た
点
も

大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

一
日
あ
た
り
の
汚
水
の
処
理
能
力
は
、
現

在
最
大
で
六
、
二
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
。
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
た
汚
水
は
、
段
階

的
に
浄
化
さ
れ
、
最
後
は
消
毒
の
う
え
、
森

戸
川
支
流
の
大
南
郷
川
に
放
流
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
処
理
区
域
に

な
る
と
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に

は
、
く
み
取
り
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
家
庭
の

雑
排
水
を
公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
「
排

水
設
備
」
設
置
の
義
務
が
生
じ
、
下
水
道
利

用
へ
の
速
や
か
な
切
り
替
え
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
排
水
設
備
の
設
置
工
事
は
町
に
登

録
し
た
「
指
定
工
事
店
」
以
外
で
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
費
用
は
す
べ
て
個

人
負
担
で
す
。

　

そ
こ
で
、
経
済
的
な
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
し
て
下
水
道
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

町
で
は
独
自
の
助
成
金
制
度
を
設
け
る
一

方
、
排
水
設
備
工
事
資
金
の
借
り
入
れ
が
で

き
る
よ
う
金
融
機
関
に
融
資
の
あ
っ
旋
を
行

い
、
さ
ら
に
利
子
の
補
給
も
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
町
の
助
成
金
制
度
で
は
、
排
水
設

備
工
事
一
件
に
つ
き
、
三
万
円
を
上
限
に
工

事
費
の
一
〇
％
に
相
当
す
る
額
を
補
助
（
た

だ
し
、
処
理
区
域
に
な
っ
て
三
年
以
内
の
工

事
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
諸
条
件
が
あ
り
、
新

築
な
ど
に
伴
う
工
事
は
対
象
外
）
し
ま
す
。

　

ま
た
、
融
資
あ
っ
旋
の
場
合
（
助
成
金
制

度
と
同
様
の
条
件
あ
り
）
は
、
く
み
取
り
ト

イ
レ
を
水
洗
化
し
て
、
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
工
事
が
六
〇
万
円
、
浄
化
槽
の
機
能
を

停
止
し
て
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

な
ら
五
〇
万
円
ま
で
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
、
利
子
は
全
額
町
が
負
担
し
ま
す
。
公
共

下
水
道
が
使
え
る
処
理
区
域
内
に
お
住
ま
い

で
、
ま
だ
下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
町

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
制
度
を

活
用
し
て
、
一
日
も
早
く
公
共
下
水
道
へ
切

り
替
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

エアレーションタンク（上部）

木古庭長柄幹線管渠ミニシールドマシン
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汚泥脱水機

〔
ト
ピ
ッ
ク
ス
〕

●
マ
ン
ホ
ー
ル
の
鉄
蓋
に
デ
ザ
イ
ン

　

皆
さ
ん
は
町
の
公
共
下
水
道
の
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
を
ご
存
知
で
す
か
？
た
だ
の

鉄
蓋
で
は
殺
風
景
な
た
め
、
一
般
か
ら
広

く
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、
四
四
二
点
の
応

募
作
の
中
か
ら
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
作
品

を
ベ
ー
ス
に
、町
が
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ

ザ
イ
ン
蓋
で
す
。

　

蓋
の
中
央
に
、
波
に
揺
れ
る
ヨ
ッ
ト
を

描
き
、
そ
の
回
り
に
町
の
花
ツ
ツ
ジ
や
町

の
木
ク
ロ
マ
ツ
、
町
の
鳥
ウ
グ
イ
ス
を
あ

し
ら
い
、
見
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

時
に
は
足
元
に
注
意
し
て
、
ぜ
ひ
デ
ザ

イ
ン
蓋
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
汚
泥
を
コ
ン
ポ
ス
ト
化
、
園
芸
肥
料
に

　

葉
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
汚
水
を
処
理
す

る
と
、
最
後
に
脱
水
汚
泥
が
残
り
ま
す
。

町
で
は
こ
れ
を
コ
ン
ポ
ス
ト
（
肥
料
）
に

加
工
し
、
資
源
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
毎
年
九
月
十
日
の
「
下
水
道
の

日
」
の
前
後
に
、
脱
水
汚
泥
か
ら
作
っ
た

コ
ン
ポ
ス
ト
の
一
部
を
園
芸
用
肥
料
と
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
九
月
九
日
に
、
役
場
の
正
面
玄

関
前
で
無
料
配
布
を
行
い
ま
し
た
が
、
大

変
な
人
気
で
、
用
意
し
た
四
ト
ン
の
肥
料

は
全
て
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
な
い
洗
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
毛
髪
な

ど
は
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
と
な
る
の

で
、
目
ざ
ら
い
等
を
用
い
て
、
管
に
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石
油
等
は
爆
発

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
流
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

下
水
道
課

　

�
内
線
三
六
一
〜
三
六
四

・
台
所
で
は
、
食
用
廃
油
等
の
油
脂
類
、
調

理
く
ず
、
残
飯
な
ど
を
流
す
と
管
が
詰

ま
っ
た
り
悪
臭
の
原
因
と
な
る
の
で
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
イ
レ
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
な
い
紙
や

紙
お
む
つ
、
タ
バ
コ
、
ガ
ム
な
ど
を
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
洗
濯
、
ふ
ろ
、
洗
面
所
で
は
、
リ
ン
を
含

下
水
道
を
正
し
く

使
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に

放流口

町公共下水道のデザイン鉄蓋


